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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後の展望ですが、
KURの実験室は爆裂の実験に適していると考えられます。
火災加熱を模擬するので、火を使うことができること、
実験室が広く、安全を確保しやすいことなど、が理由です。

課題ですが、安全性の確保に尽きると思います。
今回は、実験設備への延焼などはなかったですが、今後セットアップの変更があっても安全第一で実験を行います。
次に、今回は実験をアルミ容器内で行いましたが、ガスの燃焼を考えて上面解放で行いました。
コンクリートの性質上、少し粉が出るし、爆裂の衝撃で破片や粉が舞っていると思われます。
放射性物質を体に取り込んでしまう危険性があるので、今後はアルミ容器で覆って実験をする方向でセットアップを考えていきます。
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